
13 広報とよころ
Jun‐2017 12広報とよころ

Jun‐2017monthly  topics

monthly  topics

5 月 9 日、大津小学校（橋本知洋校長）の児童と
教職員・大津地域づくり協議会（前川剛司会長）・
大津生涯教室『日の出会』（山田久利会長）といった、
保護者や地域の方々が集まり『クリーン作戦』が行
われました。地域づくり協議会長の前川さんは「恒
例のごみ拾いです。年々ごみが減り、きれいになっ
てきました。怪我に気をつけて一緒に頑張りましょ
う」と挨拶し、子どもたちを中心にごみ拾いが始ま
りました。道道大津旅来線沿いの片道 5 キロほど
の区間を 4 か所に分かれてごみを拾うと、瞬く間
に袋がいっぱいに。児童からは「今年は少ない」と
感想が聞かれましたが、最終的に４トントラック半
分、袋にして 64 袋のごみが集まりました。

大津クリーン作戦

剣道技術披露の場と、日頃の稽古で習得した技術
を学び合う場として豊頃剣道連盟（酒井良平会長）
主催のもと、5 月 21 日はるにれ杯少年剣道錬成大
会が行われました。豊頃剣道スポーツ少年団 平間
泰輔選手が元気よく「剣士一同、正々堂々と戦いま
す」と宣誓し、大会が開始しました。

十勝管内から小・中学生の剣士 219 名が集まり、
選手数は昨年より 57 名、団体では 20 チームが増
え、試合を通し技術を競い合いました。

豊頃町総合体育館には剣士たちの覇気のこもった
声が響き、声援を送る保護者の声も重なり、熱気あ
る試合が繰り広げられました。

第 3 回はるにれ杯少年剣道錬成大会

4 月 26 日、プロ野球北海道日本ハムファイターズ
豊頃後援会の設立総会がえる夢館で開かれました。町
内の日本ハムファン 30 人が参加し、札幌ドーム応援
ツアーや野球教室などの事業計画が決定しました。

菅原教育長からは「昨年の災害では選手の方々から
温かい支援をいただいて感謝している。後援会の活動
が子どもたちに良い影響があることを期待したい」と
挨拶しました。後援会設立の呼びかけ人であり町体育
連盟会長の林俊則さんが初代会長に選出され、「小さ
な町ではあるが、一丸となって応援したい。熱意が届
けられたら」と意気込みを語りました。

日ハム豊頃後援会問い合わせ
門 事務局長まで（町教委 579-5801）

日本ハムファイターズ豊頃後援会設立総会

エフティテクノ㈱豊頃試験場に勤務する木幡知典
さんが、文部科学大臣表彰の創意工夫功労者賞を受
賞し、4 月 25 日に役場応接室で伝達式が行なわれ
ました。

ガスボンベの交換作業の際、約 50kg もあるガス
ボンベを荷台に乗せる作業は重労働であり、必ず 2
人で作業をしなければならないなど、課題が多くあ
りました。今回、木幡さんが考案した「ガスボンベ
運搬台車」は、軽トラックの荷台にガスボンベ用の
ストレッチャーを搭載したもので、1 人で上げ下ろ
しが可能なほか、作業の時間短縮と負担が大幅に軽
減されたことが評価され、今回表彰されました。

創意工夫功労者賞表彰

魚
うお

つきの森で植樹

　5 月 20 日、二宮にある民有林で十勝川魚つきの
森推進協議会（中村純也会長）による『十勝川魚つ
きの森植樹祭』が行われました。宮口町長はあいさ
つで「森には川の水を浄化するなどの大切な役割が
ある。１本１本を大切に、夢を託して植えてもらい
たい」と話しました。
　この日は大変天候に恵まれ、急斜面を上りながら
の作業に苦労した場面も。豊頃町内の各小学校、大
津漁協、豊頃町農協、豊頃町商工会、豊頃町建設業
協会、帯広開発建設部や十勝総合振興局など 14 団
体、約 130 人が参加し、1,000 本のカラマツの苗
木を、0.5 ヘクタールの敷地にスコップやくわなど
を使って丁寧に植えました。

　4 月 29 日、とよころ物産直売所がオープンしま
した。野菜や海産物、スイーツなどが並び、ほうれ
んそうなどの葉物野菜は瞬く間に売れていきまし
た。このほか直売所に並ぶ「はるにれソフトクリー
ム」では、町の観光大使である浦島久さんが名付け
たジュエリーアイスをイメージした「ジュエリーア
イス・サンデー」が新発売されました。当店の女性
スタッフが考案し、何度も試作を繰り返したそう。
　ブルーとオレンジの 2 層のゼリーの上にソフト
クリーム、飾りにカラフルなサンディングシュガー
がかけられた可愛らしい 1 品に、帯広市から来た
女性は「牛乳の味が濃くておいしい。見た目も綺麗」
と喜んでいました。

とよころ物産直売所オープン

5 月 22 日から町内にある公共育成牧場で預託牛
の入牧が行われ、22 日には二宮牧場で 587 頭が入
牧しました。町内には二宮のほか、湧洞、トイトッ
キの牧場に順次放牧されていく予定です。それぞれ
350 頭、204 頭と全体で 1,141 頭が入牧予定となっ
ています。これから 10 月末までの約 5 カ月間、飼
い主から離れた広い牧場で牛たちは過ごします。入
牧時にはまだまだ小さい牛たちも 10 月までに大き
く成長し、各農家へ引き取られていきます。

朝早くから運び込まれた牛たちは、獣医や農協職
員らの手によって、虫除けのタグや駆虫などを経て、
牧場に放されました。

町公共育成牧場で入牧

十勝沖を震源とするマグニチュード８以上（震度
6 強クラス）の地震発生に伴い大津波が発生したと
いう想定のもと、大津地区住民を対象とした津波
避難訓練が 5 月 16 日に行われました。毎年この時
期に行われ、関係機関を含めた参加者約 130 名は、
サイレン吹鳴と同時に訓練を開始し、大津市街地か
ら国道 336 号線沿いにある津波緊急避難場所まで
車で移動し、避難ルートなどを確認しました。

また、大津漁港において漁船沖出し訓練、大津コミ
センにて大津地域づくり協議会（前川剛司会長）によ
る炊き出し訓練がそれぞれ住民避難訓練と併せて実施さ
れました。

大津地区津波住民避難訓練
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